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研究成果の概要 

 

本研究では、AI遍在社会を支え得るメッセージング基盤の実現を目指し、特に多様なデバイス

とアプリケーションの水平連携を可能とする透過的かつ多様な性能要件に応えるメッセージング技

術の確立を狙っている。 

本年度は、ネットワーク内における Publish/Subscribe型メッセージングの処理について前年度

に引き続き検討を進めた。MQTT-SNプロトコルのアクセラレーションに関するシミュレーション実験

および解析的評価の結果をまとめ、国際会議への採録・発表に至った他、プログラマブルデータ

プレーンに関する国内エンジニアコミュニティの年次イベントにおける講演等を行った。また実機検

証のための機材調達・環境構築を進めた。 

多様なデバイスとアプリケーションの相互接続を図る基盤技術としては、メッセージブローカにお

けるヘテロなデータの扱いが問題となり得る。そこで複数のMQTTブローカ実装を対象として実機

検証を実施し、ヘテロデータに対する性能特性を確認した。検証結果からは、実装ごとのスループ

ット性能抑制傾向の違いや、遅延に対する影響について知見が得られた。さらに、ヘテロデータに

対する負荷分散の初期検討として、Server Redirectionを用いたクライアント振り分け手法の設計に

着手した。これらについて一部の成果を国内学会にて発表した他、国際会議へ投稿し採録が決ま

っている。 

この他、応用研究として屋内環境における小型 UAV とスマート家電の連携等について検討を

進め、PoC実装による検証結果が英文レター論文誌に採録されている。 
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